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「生きた景観」とは、景観を成立させ
ているさまざまな環境の変化を受

けながらも「いまも生き生きとある
都市やまち、場所を物語る景観」で
ある。まちや地域の営みを象徴し、
空間と居住者・来訪者など人々が空
間を使うことで生まれる場を表現

する景観であり、観察者・参加者ら
も景観の担い手として関与する。こ
うした能動的な生きた景観を生み、
育てるマネジメント手法を景観づ

くりの新たな展開の手がかりとし

て捉える。 ［本文より］

富山グランドプラザ

半世紀の実践を経て、景観づくりは保全か創造という対立軸から、保全
と創造が共生・共存するステージへと移行した。いま、景観づくりはまち
が新陳代謝を繰り返すなか、空き地や空き家などの衰退や空洞化と向き合
いつつ、まちの誇りである重要な歴史や文化を継承し、都市の価値や活力
を生む諸活動とともに、人々の営みとの関係に意識を払い取り組むべきも
のとなっている。
まちや社会の変化とともに、景観づくりの手法は変化し、協議や対話に

より継続的に景観をマネジメントしていく「状態コントロール」へ展開し
ている。これまでの景観施策の中心であった景観計画による規制・誘導と
いった方法のみならず、つくらない景観への対処、多様な担い手の参画、
都市を象徴する風景の創出、時間や季節により移り変わる景観演出など、
多様な領域への広がりをみせている。
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本書は「生きた景観マネジメント」に着目する。「生きた景観」とは、
景観を成立させているさまざまな環境の変化を受けながらも「いまも生き
生きとある都市やまち、場所を物語る景観」である。まちや地域の営みを
象徴し、空間と居住者・来訪者など人々が空間を使うことで生まれる場を
表現する景観であり、観察者・参加者らも景観の担い手として関与する。
こうした動態的な生きた景観を生み、育てるマネジメント手法を景観づく
りの新たな展開の手がかりとして捉える。
生きた景観マネジメントに取り組む実践者、研究者、行政、法律家など
多様な立場からの報告や意見交換を通じ、景観づくりの方法論の拡張やま
ちづくりにおける景観の意味や価値を問い直すきっかけとしたい。

日本建築学会 都市計画委員会 
生きた景観マネジメント小委員会
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表 ：景観まちづくりの足跡

 1  発展・成長をとげた景観まちづくりの足跡

ある都市を思うとき、最初に心に浮かぶものは街路である。
街路が面白ければ都市も面白く、街路が退屈であれば都市も
退屈である。 

（J・ジェイコブス　アメリカ大都市の死と生、鹿島出版会（1977））

機能主義に基づく 

近代都市計画の批判 

都市における多様性 

①複数の機能 

②狭く折れ曲がった街路・
短いブロック 

③古い建物 

④十分な人口密度 
Hideaki Ishikawa 1893-1955

中島直人他（2009）都市計画家・石川栄耀―都市探求の軌跡，鹿島出版会 石川栄躍『社会科全書　都市』（岩崎書店1953年）
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 5 モザイク模様化する風景と
金沢市の景観政策「こまちなみ」
いま、なぜ生きた景観という新たな価値が必要かという背景を探ると、

ある時代に確立された歴史的まちなみに代表されるようなわかりやすい
「景観のまとまり」にこだわらない景観的価値の確立が求められているよ
うに思える。バリー・シェルトンの『日本の都市から学ぶこと 西洋から
見た日本の都市デザイン』＊ では、日本人がむしろまとまりに欠けると
思うような普通の都市空間にその個性や魅力を見出し、多様な時代の同居
がその魅力として指摘する。21世紀を迎え、平成が終わり、新たな時代
への転換にあって、ある時代にまとまって形成されたような景観がさほど
多く残っているとは考えにくい。戦争時に空襲に遭い、戦後は復興事業で
近代化された街区で、わずかに残された戦前の建築物と、戦後の復興期・
高度経済成長期に大量に供給された建築ストック、あるいはそれらが昭
和・平成を経て更新されてきたというような市街地は数多い。つまり、時
間をかけて形成されてきた歴史風土的な風景ではなく、ある種の断絶や特
異的な変化が混然とした光景がそこにある。
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図 ：こまちなみの区域と景観整備の概念図（金沢市）

保存地域：こまちなみとして
保存・整備を進める区域

保存建造物：区域の原風景を留める
歴史的建造物として保存する

その他の建物等：改築や修繕の際に
町並みの特徴を生かした修景を進める
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１-景観資源の広がり　-歴史文化、戦後ストック、公共空間と場づくり 

２-都市再生や中心市街地のにぎわいづくりに向けた取り組みの広がり 

３-つくる時代からつかう時代へのシフト　-マネジメントへの移行 

４-震災を乗り越えた復興のデザイン　-景観の復興とまちづくり 

５-継続的にまちづくりや景観づくりに関わる担い手の多様化 

６-人中心の都市を目指した公共空間の利活用・再編 

７-人口減少社会における空洞化やつくらない景観への対処 

８-社会実験など活動へと展開する景観づくりのプロセス

 2  景観マネジメントをとりまく潮流──これまでとこれから
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活用

都市
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パートナー
シップ

都市
ブランド
醸成

「大阪が好きだから」と言ってもらえるように、まちの
魅力を発信し、広く知ってもらうとともに、地域や企業
など人々が活躍できる都市をめざします。

大阪では、市民・
地域・大学・企業・
経済界・行政など
が一緒に「水と光
のまちづくり」を
進めています

水辺に人が集まる。
人がつながり、
まちににぎわいが生まれる。

まちの遺伝子に気付いたからこそ、
水辺を使いこなす人たちがいる。
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は

自
然
を
彩
り
、ま
ち
を
飾
る
。

長
い
歴
史
と
伝
統
に

支
え
ら
れ
た
祭
事
は
、楽
し
く
、

と
き
に
厳
か
に
魅
了
す
る
。

OSAKA 光のルネサンス

天神祭

祭市

遊 涼

摂津名所図会　四ツ橋摂津名所図会　道頓堀芝居側

摂津名所図会　天満天神神輿渡御摂津名所図会　天満市之側

2006年　八軒家浜

出所：水都大阪コンソーシアム

2008年　八軒家浜

1998年　とんぼりリバーウォーク 2005年　とんぼりリバーウォーク

出所：北浜水辺協議会 北浜テラス 河川敷地占用許可準則
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 6  景観マネジメントへの展開へ
以上のように、景観づくりは、「保全」か「創造」から、「保全」と「創
造」が「共生・共存」し、新陳代謝を繰り返しながら、都市の価値や活力
を生み、重要な歴史や文化を継承する景観づくりとともに、つくらない景
観にも配慮した、継続的に景観をマネジメントしていく「状態コントロー
ル」へと移行していくことが想定される。
そして、その実現手法については、これまでの景観施策の中心であった
景観計画による届け出や基準に基づく誘導といった方法のみならず、つく
らない景観への対処、多様な担い手の参画、都市を象徴する風景の創出、
時間や季節により移り変わる景観の演出など、多様な領域への広がりが想
定される。

P38

景観を成立させている様々な環境の変化を受けながらも
「いまも生き生きとある都市やまち、場所を物語る景観」
である。 
まちや地域の営みを象徴し、空間と居住者・来訪者など
人々が空間を使うことで生まれる場を表現する景観であ
り、観察者・参加者らも景観の担い手として関与する。 

こうした動体的な生きた景観を生み、育てるマネジメント
手法を景観づくりの新たな展開の手がかりとして捉える。 

景観とは、鑑賞の対象（客体）ではなく、参加（主体）す
るものと捉える 

横浜市景観ビジョン
景観づくりが、横浜を豊かにする

「空間」「営み」「感性」が
重なりあう良好な景観

営み
空間において展開される人々の
生活・活動

例：働く、住む、商う、観光する、遊ぶ、
清掃する、会話する、移動するなど

感性
人々が営みを行う際の動機や欲求、
営みを通して得られる感情や感覚

例：働きたい、住みたい、訪れたい、
楽しい、うれしい、心地よいなど

空間
土地の持つ地形や歴史などをもと
に、自然物・人工物などの物的要素
により構成される都市基盤や環境

例：建物、街並み、道、広場、駅、
港、緑地、海、川、山など

景観づくりに
取り組む際に
意識すべき要素

景観づくりの
対象となる要素

中区、鶴見区　横浜ベイブリッジ（みち・眺望スポット/眺める/誇らしい）

 5  京都市の景観政策の「進化」
地方自治体においてもすでに、時代に適応した景観づくりの取り組みが
始まっている。2007年から京都市は京都の優れた景観を “守り ”、“育て ”、
“創り ”、“活かす ”ために新景観政策を導入した。新景観政策は 5つの柱
（❶建物の高さ、❷建物のデザイン、❸眺望景観や借景、❹屋外広告物、❺歴史的な町並

み）とその支援策で構成される。市街地のほぼ全域できめ細かな建物の高
さ規定を定めた京都市眺望景観創生条例（ ）により、眺望景観・借景
の保全を図り、日本一厳しいといわれる屋外広告物基準を定めた。加え
て、京都の伝統的な建築様式と生活文化を伝える京町家などにより構成さ
れる歴史的町並み保全・再生に向け、指定制度の活用による外観の修理・
修景助成も展開し、マンション建替支援、京町家支援などの各種支援制度
も充実させ、全国的にも先駆的な取り組みとして注目を浴びた。
その後も施策を充実させ、京都市景観デザイン協議会（現：京都市景観デ

ザイン会議）の設置（ ）、景観政策検証システム研究会の設置（ ）、
地域景観づくり協議会制度の創設（ ）、デザイン基準の充実など景観
政策の充実を進めている。

P37

京都市新景観政策

写真 ：先斗町通の景観の変化（写真左上：屋外広告物撤去前／左下：無電柱化前／右：現在）（先斗町
まちづくり協議会副会長・神戸啓氏提供）

年代に入り、先斗町通の景観は目まぐるしく変化した。左上が屋外広告物の自主改善事業前、左
下が事業後、右が無電柱化事業後の現在の写真である。景観整備の効果は一目瞭然である

屋外広告撤去前 無電柱化前 現在

P58
（先斗町

地域景観づくり協議会

P60

写真 ：軒下花展の様子（ 年）
かつて、お茶屋の軒先で繰り広げられた
花柳界ならではともいえるコミュニケー
ションの風景。この生きた景観は姿を消
しつつあるが、花を挿入することで新た
なコミュニケーションを生み出す。形を
変えながら生きた景観は継承される
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 1 あらわれとしての生きた景観＝
空間＋営み＋支える仕組み

 0  生きた景観マネジメントの提唱

 Kosuke Nakamura

雁木組による水辺タクシーの運行

水辺の景観設計（親水象徴、アクティビティを想定） ポップラ・ペアレンツクラブなど 
水辺を利活用する人々（清掃、映画祭等）

水の都ひろしま構想 
（全体構想）

広島市景観計画（リバーフロント地区） 
事前協議制度 

（旧リバーフロント建築物等美観形成協議制度）

河川占用許可 
（水辺の利活用）

P41

あらわれとしての生きた景観
非日常的・日常的 景観

生活
営み

空間
物的環境

支える仕組み
計画づくり
ルールづくり
調整・協議のしくみ

人々が日常的に水辺を利用する風景

週末などのイベント（映画際）の開催

里親が育てたポプラのある水辺の風景

雁木タクシーなど船が行き交う水辺の風景

日常的に水辺を利用する人々

ポップラ・ペアレンツ・クラブ
（河川のポプラ里親・河川空間の清掃・管理等）

法人雁木組（水上タクシー、河川空間清掃等）

水辺の景観設計（元安川・太田川環境設計）

「水の都ひろしま」構想（全体構想）

河川占用許可準則（水辺の利活用）

広島市景観計画（リバーフロント地区）
広島市景観計画事前協議要綱

水辺のオープンカフェなどの賑わい施設

図 ：広島の水辺における生きた景観マネジメントの実践
あらわれとしての生きた景観と営み・空間・支える仕組み

P41
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広島・京橋川オープンカフェ

あらわれとしての生きた景観
非日常的・日常的　景観

生活
営み

空間
物的環境

支える仕組み
計画づくり
ルールづくり
調整・協議のしくみ

立　地資　源

制度・仕組み

主　体

（有形）

（無形）
変化

アクション

地域経営

図 ：生きた景観マネジメントの実践事例の枠組み

P45
048 049

景観にかかわる制度活用

制度仕組みによる支援

地方・集落・農村
都市部の市街地

地域ストックへの着眼

公共空間

歴史・文化的資源

新たな担い手の参加

行政のサポート

民間事業者

外部や専門家の支援

地域コミュニティ

社会や環境の変化への対処

避けては通れない変化

リノベーションなどの改修

空間や場のデザイン

社会実験などのトライアル

イベントなどの仕掛け

資
源

主
体

変
化

ア
ク
シ
ョ
ン

制
度
・

仕
組
み

立
地

各章で取り扱う

6つの
インデックス

第Ⅱ部　提案──生きた景観マネジメントに向けて

避けられない変化を
乗り越える

社会や環境の
変化に対応する

直面する変化を
乗り越える
［変化編］

第 章3
持続可能な

地域経営への展開
［地域経営編］

第 章4

空
洞
化・
衰
退
す
る
ま
ち
の

景
観
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

第
7
節

公
共
空
間
の
再
編
と

生
き
た
景
観

第
9
節

災
害
復
興
と
地
域
に

な
じ
む
景
観
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

第
8
節

営
み
の
変
化
と
生
き
た

景
観
│
│
観
光
に
着
目
し
て

第
10
節

生
き
た
景
観
か
ら
考
え
る

地
域
の
持
続
可
能
性

第
11
節

持
続
可
能
な
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
生
き
た
景
観

第
13
節

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る

生
き
た
景
観

第
12
節

生
き
た
景
観
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

よ
る
空
間
の
再
編

第
14
節

生きた景観を生む
魅力的な資源に着目する

［資源編］

第 章1

生
き
た
景
観
を
支
え
る

伝
統
文
化

第
1
節

変
化
す
る
空
間
に

景
観
資
源
を
見
出
す

第
2
節

生
き
た
景
観
を
生
む

公
園
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

第
3
節

生きた景観を
生み、育て、受け継ぐ

［主体編］

第 章2

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
な
や
か
に
生
き
る
景
観

第
4
節

「
ま
ち
衆
」に
よ
る

景
観
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

第
5
節

ま
ち
な
か
広
場
が
生
き
た
景
観
を

育
て
る
│
│
実
践
者
の
立
場
か
ら

第
6
節

P48-49

福島県南相馬市
原発災害を中心にみた

復旧・復興プロセス［ 部 章 節］

北海道美瑛町
観光資源としての農業景観

［ 部 章 節］

青森県八戸市
八戸まちなか広場

「マチニワ」（まちなか広場）
［ 部 章 節］

岩手県北上市 親水公園お滝さんと
まんなか広場［ 部 章 節］

岩手県大船渡市 キャッセン大船渡
［ 部 章 節］

岩手県大槌町 復興公営住宅
［ 部 章 節］

石川県金沢市 こまちなみ保存条例［部 章］

京都市 新景観政策［部 章］

広島市 水辺における生きた
景観マネジメント［部 章］

富山県南砺市 城端［ 部 章 節］

京都市 先斗町［ 部 章 節］

愛知県設楽町 田峯地区
（農村歌舞伎）［ 部 章 節］

富山県魚津市 魚津中央通り名店街［ 部 章 節］

東京都新宿区 神楽坂［ 部 章 節］

名古屋市 天白公園内
てんぱくプレーパーク［ 部 章 節］

富山県舟橋村 オレンジパーク［ 部 章 節］

静岡県東伊豆町 稲取地区
［ 部 章 節］

神奈川県鎌倉市 由比ヶ浜通り
［ 部 章 節］

京都市 姉小路界隈［ 部 章 節］

富山県富山市 富山市まちなか賑わい広場
「グランドプラザ」（まちなか広場）［ 部 章 節］

兵庫県明石市「あかし市民広場」
（まちなか広場）［ 部 章 節］

千葉県柏市 カシニワ制度
［ 部 章 節］

兵庫県神戸市 パークレット
［ 部 章 節］

横浜市 日本大通り［ 部 章 節］

静岡県富士宮市 富士山本宮
浅間大社と鳥居前町［ 部 章 節］

京都府山城地域 宇治茶生産の文化的景観
［ 部 章 節］

京都市 六原学区［ 部 章 節］

東京都江東区 豊洲・丁目地区
［ 部 章 節］

大阪市 グランフロント大阪［ 部 章 節］

東京都品川区 天王洲地区
［ 部 章 節］

大阪市 御堂筋空間再編［ 部 章 節］

福岡県八女市 八女福島の
まちなみ形成［ 部 章 節］

福岡県久留米市
久留米シティプラザ「六角堂広場」

（まちなか広場）［ 部 章 節］

掲載
事例マップ  1 営みとともにある生きた景観の継承と変化

──富山県魚津市魚津中央通り名店街

1958

2019
防火建築帯

第 2 節

変化する空間に景観資源を見出す

P68

図 ： 年以降の魚津中央通り名店街における新規開業の履歴
老朽化したアーケードの撤去は、往時の姿が取り戻されたという評価も受ける。商店街は空き家が目
立っていたが、近年はさまざまな支援事業とリンクして新しい開業が増えている

P69

図 ：日常時・地域祭礼時の生きた景観　
防火建築帯の再評価と新規店舗の出店は商店街のレイヤーを重層化し、生き生きとした景観をつ
くり出した。アーケードの一部撤去による空間の開放は、それに拍車をかけている。一方で、地
域祭礼時には更新された空間と伝統文化との融合が、日常とは異なる景観を生み出している

P72
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 2 空間と営みの変化の過程を地域資源にする
──東京都新宿区神楽坂

写真 ：神楽坂通りの景観　
メインストリートの神楽坂通りには、現代的なペンシルビルが建ち並ぶ

写真 ：路地奥の花街の景観
神楽坂通りから路地に入ると、石畳に黒塀、さま
ざまな植栽によって彩られた花街の景観が広がる

第 2 節

変化する空間に景観資源を見出す

P73-74
図 ：神楽坂の空間への新旧文化の挿入
神楽坂まち飛びフェスタと神楽坂まち舞台・大江戸めぐりでの文化イベントを地図に落とし込むと、地
域全体に分散していることがわかる。新旧の文化が神楽坂特有の空間の中でうまく融合している

かくれんぼ横丁

神楽坂通り

熱海湯階段

兵庫横丁

善國寺

赤城神社

東西線
神楽坂駅

大江戸線牛込神楽坂駅

白銀公園

外
堀
通
り

大
久
保
通
り

★浪曲・義太夫・琵琶
★お座敷遊び

★庵唄（城端）流し

☆坂にお絵描き

☆映画

☆坂にお絵描き・阿波踊り
☆茶道・小唄・和楽器

☆ギャルソンレース
☆和洋折衷コート・粘土細工

☆寄席

☆着物
☆ハープ

☆イラスト・復興支援

☆投扇興・茶道

☆組紐

☆お座敷入門

☆ヘッドドレス

☆クラシック
☆自転車・ガラス

☆着物

☆数学

☆坂にお絵描き

☆化け猫

☆社交ダンス

★大道芸・紙芝居

★糸あやつり人形

★神楽・尺八・胡弓

★三味線・笛
★尺八・雅楽

★新内流し

神楽坂まち舞台・大江戸めぐり のパンフレット（★）
及び神楽坂まち飛びフェスタ のパンフレット（☆）から
主要なイベントが扱う文化・芸能を抜粋した

路地奥のフレンチレストラン

写真 ：神楽坂通りでの伝統芸能の演奏披露
神楽坂まち舞台・大江戸めぐりでも、公共空間や沿道店舗においてさまざまな文化イベントが行われ
る。特に公共空間での伝統芸能の披露は、空間の使い方に変化を与え、新しい生きた景観を創出する

写真 ：神楽坂まち飛びフェスタ
神楽坂通りや路地に面する店舗、公共空間を舞台に、花柳界の伝統芸能をはじめとしたさまざまなアー
トイベントを展開し、観光集客だけではなく、文化に興味がある人々を神楽坂に引き寄せる

P76-77

神楽坂における生きた景観マネジメントの主体

NPO粋なまちづくり倶楽部

株式会社粋まち

神楽坂まちづくり興隆会

まちづくり 
↓ 
地区計画など

建築 
↓ 
文化財など

伝統文化 
↓ 
文化イベント

←合意形成

新潟大学　松井大輔先生作成
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NPO粋なまちづくり倶楽部による「すてきな建物事業（登録文化財事業）」（2010）

すてきな建物探し「表彰式」の様子

新潟大学　松井大輔先生作成

竣工した御堂筋 

1937（S12）　
2017年 御堂筋 傘寿（80周年）

 1 シンボルロード・御堂筋の景観マネジメント──大阪市
第 14 節

生きた景観マネジメントによる
空間の再編 まちづくり（都市計画） 景観（建築物、沿道） 道路空間

御堂筋竣工（市街地建築物法による百尺（ ）規制） 四列並木（銀杏）
行政指導による軒線 制限

（御堂筋の景観保持に関する建築指導方針）

南行き一方通行化
建築美観誘導制度

御堂筋沿道の軒線 への緩和
（御堂筋沿道建築物のまちなみ誘導に関する指導要綱）

御堂筋本町北地区、
南地区計画
淀屋橋地区

都市再生特別地区

大阪市景観計画

都市再生特別地区
本町三丁目南地区
グランドデザイン・大阪　御堂筋フェスティバルモール化（大阪府市）

【御堂筋沿道の機能更新、
低層部のにぎわい、高さ規制緩和】
・御堂筋本町北地区地区計画
・御堂筋本町南地区地区計画

【道路空間の再編】
側道閉鎖社会実験
（難波周辺）

御堂筋デザインガイドライン
（御堂筋沿道建築物のデザイン誘導などに関する要綱旧建築美観誘導制度）

・まちの将来像 ・まちなみ創造の作法
・協議型まちなみ創造の実践（御堂筋デザイン会議）

【モデル整備の実施・検証】
なんばひろば改造計画（なんば広場社会実験）

御堂筋完成 周年記念事業
大阪市景観計画改訂
（御堂筋重点届出区域）

側道を活用した御堂筋空間再編社会実験
（難波周辺）（御堂筋チャレンジ ）

御堂筋将来ビジョン
「世界最新モデルとなる、人中心のストリートへ」

（ 年側道歩道化、 年フルモール化）

御堂筋パークレット社会実験（本町地区）
御堂筋道路空間デザイン指針

官民連携による御堂筋の沿道検証および利活用
難波周辺（御堂筋チャレンジ）

側道を歩道へ

・御堂筋の自動車
交通量の減少

・自転車通行量の
増加

表 ：御堂筋に関する年表　
沿道の建築美観誘導や軸線の連続といった視点から、沿道のにぎわい形成、道路空間の再編など
多様化が進んでいる

P200

通行ゾーン
（自転車）

滞留 /利活用ゾーン

通行ゾーン
（歩行者）

沿道建築物
セットバック
空間の一体利用 沿道エリアマネジメント団体による

利活用・イベント利用のルール・仕組み
違法駐輪等の啓発等のコントロール

大
阪
市
：
地
区
計
画+

御
堂
筋
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
誘
導

+

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
に
よ
る
景
観
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

御堂筋デザイン会議
による協議（建築物等）

エリアマネジメント団体等との協議
（御堂筋協議会）

大阪市：御堂筋道路空間デザイン指針に基づく道路空間の設計
（御堂筋道路空間の再編と道路付属物、占用物等の一体的デザイン）

御堂筋デザインガイドライン区間（淀屋橋 -長堀通　本町北地区、本町南地区）

P203
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御堂筋将来ビジョン実現に向けて

通行ゾーン
（自転車）

滞留 /利活用ゾーン

通行ゾーン
（歩行者）

沿道建築物
セットバック
空間の一体利用 沿道エリアマネジメント団体による

利活用・イベント利用のルール・仕組み
違法駐輪等の啓発等のコントロール

大
阪
市
：
地
区
計
画+

御
堂
筋
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
誘
導

+

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
に
よ
る
景
観
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

御堂筋デザイン会議
による協議（建築物等）

エリアマネジメント団体等との協議
（御堂筋協議会）

大阪市：御堂筋道路空間デザイン指針に基づく道路空間の設計
（御堂筋道路空間の再編と道路付属物、占用物等の一体的デザイン）

御堂筋デザインガイドライン区間（淀屋橋 -長堀通　本町北地区、本町南地区）

御堂筋チャレンジ2018

御堂筋チャレンジ2021 御堂筋チャレンジ2022

都市を変える水辺アクション 
（学芸出版社）

生きた建築　大阪 
（140B）

kana@omu.ac.jp

生きた景観マネジメント 
（鹿島出版会）

図説　都市計画（学芸出版社）
2022.10.26　発売

生きた建築ミュージアム 
フェスティバル大阪 

2022公式ガイドブック

8




